
初級日本語教育でのブレンディッドラーニングの試み

-CMSと双方向テレビ会議システムを利用した東京 ･台北間での遠隔授業-

藤本かおる

1.はじめに

現在､企業や大学での各種eラーニング講座の開設は世界的に見ても多く､利用者

は増えている (Dooley他, 2005)｡コンピュータの普及は世界的にみられ､世界のイ

ンターネット利用者は05年に前年比19.5%増の10億2061万人となり､初めて10

億人を超えた*1｡様々などデオや音声チャットの利用者☆2の数を考えても､コンピュ

ータやインターネットを通してコミュニケーションを行うことを､特別視しない層が

育っていると思われる｡そのような層に提供できる日本語eラーニングが必要ではな

いだろうかと考えた｡

そこで､現在比較的一般に利用されているコンピュータやインターネット技術を利

用し､どこまで授業を行えるか､初級学習者が日本語を学習できるかを検証すること

を目的とし､東京 ･台北間で初級日本語ブレンディッドラーニングを行った｡ 本稿で

は､実験授業全体の構築理論と手法を中心に報告する｡

2.ブレンディッドラーニング

これまでのeラーニングは､既存の学習内容をデジタル化した教材コンテンツを中

心にしたものが多く､そのようなコースでは効果的に学習が進まず､｢初期のeラーニ

ングは､60%以上のドロップアウトに苦しんだ｣(バーシン, 2006)｡また海外の大学

では､グループによる支えあいで継練性を維持しており､｢eラーニングのみのコース

は双方向性が密でないと脱落率がかなりの高率になる｣(中山, 2004)｡このようなこ

とから今回の日本語初級実験授業は､CMS(CourseManagementSystem:コース管

理システム)､そしてCMSに組み込んだ自学自習用教材コンテンツと双方向テレビ会

議システムを利用するブレンディッドラーニングとした｡

｢ブレンディッドラーニングとは､学習者に合わせて､異なるトレーニングの ｢メ

ディア｣(技術､活動､事象の種類)を組み合わせることである｣(バーシン,2006)｡

1国迎貿易開発会議 (tJNCTAD)が2006年11月16日発表した2006年版情報経済相告による｡

2skype は2005年4月現在､全世界で1倍ダウンロードされた
http:Nitpro.nikkeibp.cojp/fredNCC/denwa/20050422/I/
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学習内容や守り達目標を考え､様々なメディアや教育手法の中から適切なものを選び組

み合わせeラーニングを行う｡コンピュータやインターネット技術にこだわらず､必

要であれば対面授業を行うこともある｡今回のブレンディッドラーニングは以下の 2

つの部分からなる｡

eラーニング部分

.マルチメディアを多用した自学自習用教材コンテンツ

.cMSサーバによるインタラクティブな学習管理

.cMSやメールでの学習支援

対面型授業

.双方向テレビ会議システムを使った週1回の対面授業

2.先行研究

現在の日本語教育におけるeラーニングは､何らかの日本語学習機会 (通常の対面

授業など)を持つ学習者に対しての補完的な内容が多い｡最近のeラーニングでは､

コンピュータ及びインターネット技術の向上とこれまでの様々な利用の結果から､ブ

レンディッドラーニングが主流になりつつあるが､日本語教育では､このような実践

授業はまだ行われていないようである｡

対象者を中級以上としているものも多い｡初級の場合､学習者はコンテンツの利用

説明も､学習言語である日本語では理解できない｡そのため､学習者の母語か､最低

でも英語による説明が必要となる｡また､日本語の基礎を教えるためには､1つの教

材コンテンツでは足りず､目的に合わせた様々な教材コンテンツが必要である｡さら

に､これまでの遠隔授業は技術による問題が大きく､発音から学ばなければいけない

初級には向かないと考えられているのではないかと推測できる｡

4.実験授業の概要

教師から実際に授業を受け､その予習復習をコンピュータとインターネット技術を

使って行い､本実験授業で学習が完結することを目指し､以下を決定した｡

● 双方向テレビ会議システムを使った対面授業は､16回行う (教科書がイン

トロダクション+15Umitのため)0

●1回の授業は1時間半､週1回｡毎週水曜日7時半からとする (後に7時開
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●

始に変更)0

授業前半は前の週の復習 ･定着練習､後半は新しい Unitの導入を行い､1

回で1Unit進む｡

日本人教師 1名､アシスタント1名 (今回は台湾と遠隔授業を行うので､台

湾人アシスタントを頼む)0

学習管理システムは､教材コンテンツ16回分+最後にまとめのテストを作

り､17セッションとする (最終的に､まとめテストは行えなかった)0

● 募集学習者は5人 コミュニケーションを重視した授業にしたいので､人数

は絞る｡

今回の実験授業は､台北市立教育大学との協力で行われた｡台湾は､日本語教育が

盛んに行われている地域の1つであり､市内にはたくさんの日本語学校や私塾がある｡

大学で日本語の授業を持つ所も多いが､台北市立教育大学では､当時日本語の授業は

行われていないとのことだった｡

受講することになった5名は､台北市内の大学及び大学院に通う学生で､20代前半､

5名のうち4名は日本語を系統立って学んだことはない｡しかし､それぞれ､日本の

音楽やアニメ､マンガなどを通して日本に興味を持っていた｡

5.自学自習用教材コンテンツ

東京都立大学 ･首都大学東京日本語教育学教室で作った教科書を使い､教材コンテ

ンツも同様に作られたものである｡今回､自学自習用としてデジタル化したものは､

以下の通りである★3｡

mic･JLevel コンテンツ (図1参照)

｡Text:教科書全てをPDF化し､サイ トにアップ. 繁体字中国語版製作.

･Dialogue:教科書のモデル会話部分､HTML'4にEmbed'5で音声を埋め込み.

｡NewWbrds:教科書のあたらしいことば､HTMLにEmbedで音声を埋め込み｡

｡GrammaticalNotes:教科書の文法､HTMLにEmbedで音声を埋め込み｡
●WEBDr山 :教科書の ドリル､HTMLにEmbedで音声を埋め込み｡

3 TMUmicIJEnemenhd or鮎かners):http:/japanese.human.metm-u.acjp/miC･jnevel･1J

4 webページを記述するためのコンピュータ首吉良

5 r埋め込む｣の意｡Hm に音声などを埋め込むための指示コードO
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｡WritingsystemofJapanese‥ひらがな･カタカナの書き方と音｡nash'6で製低

.soundQuiz:日本語の発音基私 刑ashで製作｡

｡ⅥrtualLesson:導入項目の模擬授業｡ムービー.

｡videoQuiz:学習項目を織り込んだスキット練習｡ムービーを見た後で､択一問

題を練習する｡

なお､公開用教材コンテンツは､首都大学東京教員西郡仁朗氏､同人文科学研究科

院生小松恭子氏と作業分担をし､製作した｡

製作したコンテンツは､ほとんどを台北市立教育大学のサーバに委託し､首都大学

東京サーバのCMSからそのコンテンツにアクセスする方法を取った｡コンテンツ-

の接続がスムーズでないと､学習者の学習意欲は著しく低下する恐れがある｡このよ

うなことを避けるために､特に容量が大きいムービーを中心に､台北市立教育大学-

協力を依頼した｡

1■■●℡●■tJ●●l■■■叫■■▼叫呼 ▲ヽq申
OJb･○ 油主点{+I,FIt●☆叫■やーか iiiZl･J戴噂a

6.CMSの利用6.1.noodle今回は､CMSとしてmoodleを使用した｡moodleは

､サーバで動作する授業管理6 音声やベクター画像を組み合わせWeb用コンテンツを作成するソフ
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